
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４期きしわだ男女共同参画推進プラン 

令和３（2021）年３月 

概要版 

岸和田市 



 

 

  

    誰もが暮らしやすい社会にするために 男女共同参画を実現するまち きしわだ 

市民一人ひとりが、性別にかかわりなく互いの人権を尊重し、個性と能力を発揮して、多様な生き方を選択できるまちをめざします 

計画の基本理念 

岸和田市がめざす男女共同参画社会像 

➢ 男女共同参画社会基本法に基づき、国や大阪府の計画を踏まえるとともに、「岸和田市まちづくりビジョン」（第４次岸和田市総合計画）を上位計画とし、他の関連計

画とも整合性を図ります。 

➢ 本市においては、「岸和田市自治基本条例」「岸和田市男女共同参画推進条例」に基づき、男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進します。 

➢ 本計画は第３期計画を継承、発展させるとともに、基本目標ⅡとⅣを以下の計画と位置づけます。 

◼ 基本目標Ⅱ「男女がともに働きやすいまちづくり」は「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」における推進計画と位置づけます。 

◼ 基本目標Ⅳ「男女がともに安心して暮らせるまちづくり」の基本施策１「DV防止対策と被害者支援の仕組みづくり」は、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の

保護等に関する法律（DV防止法）」に基づく基本計画と位置づけます。 

令和３年度～12年度の 10年間 

ただし、５年を区切りとして計画の進捗状況を検証

し、新たな課題への対応も含め、見直しを図ります。 

計画の位置づけ 

計画期間 

 

⚫ 性別にかかわりなく、自主的に学

び、考え、行動する子どもを育てる

教育が行われています。 

⚫ 学習活動や学校生活を通して、お互

いを尊重する意識が育まれていま

す。 

学校・園 

 

⚫ 採用、配置、昇進等の場面で、男女

格差が解消され、個性や能力が十分

に発揮されています。 

⚫ 意思決定の場へ男女がともに参画

し、活力ある運営が行われていま

す。 

⚫ ワーク・ライフ・バランス（仕事と

生活の調和）がとれた働き方ができ

ています。 

職場 

 

⚫ 古い慣習やしきたりにとらわれず、

多様な生き方を認め合えるように

なっています。 

⚫ 意思決定の場へ男女がともに参画

し、活力あるまちづくりが行われて

います。 

⚫ 地域活動やボランティアに男女が

ともに積極的に参画し、誰もが住み

よいまちづくりに取り組んでいま

す。 

地域 
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⚫ 性別による固定的な役割分担意識

にとらわれず、家事や育児、介護を

お互いに協力して行っています。 

⚫ 性別にかかわりなく、子ども自身の

個性や自主性を尊重した子育てが

行われています。 

⚫ ＤＶについての理解が進み、お互い

を尊重し、相手を思いやり、安心し

て暮らしています。 

家庭 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 市民団体等における男女共同参画の促進 

② 男性の家事・育児・介護への参画促進 

③ 
男女共同参画の意識づくりのための情報の

収集・提供 

④ 
性別による固定的な役割分担意識の払拭に

向けた啓発 

① 審議会等への女性の参画促進 

② 管理職への女性の積極的な登用 

③ 地域活動への女性の参画促進 

④ 女性リーダーの育成、人材の発掘 

⑤ エンパワーメント※２の推進 ① 男女共同参画推進体制の充実 

② 市職員の男女共同参画意識の向上 

③ 男女共同参画センターの機能充実 

④ 男女共同参画推進プランの進行管理 

① 多様な生き方を認める学校教育の充実 

② 学校園における意識づくり 

③ 家庭や地域における意識づくり 

① DV防止に向けた啓発の推進 

② DV被害者への相談支援体制の充実 

① 
リプロダクティブ･ヘルス／ライツ※４の理

解促進 

② 
ライフステージに応じた心身の健康管理の

推進 
① 多様な働き方への支援 

② 就職・再就職・起業をめざす女性への支援 

③ 事業所の女性活躍に関する取組への支援 ① 多様な性のあり方への理解促進 

② 男女共同参画の視点からの子育てへの支援 

③ 
男女共同参画の視点からの高齢者や障害者

への支援 

④ ハラスメントの防止 

⑤ 多様化する新たな課題への支援 

① ワーク・ライフ・バランスの理解促進 

② 働き方改革の推進 

③ 地域活動やボランティア等への参画促進 

① 男女共同参画の視点を取り入れた地域防災 

 計画の体系 

1. 男女共同参画社会
への理解の促進 

Ⅰ  

男女共同参画意識が定着

したまちづくり 

男女共同参画は、個人の意識

に働きかけ、行動につながる

ことから始まります。啓発・

広報活動等の取組により、意

識の深化と定着をめざしま

す。 
3. さまざまな教育の

場における男女共
同参画の推進 

2. 男女共同参画を推
進する体制等の充
実 

基本施策 施策の方向 基本目標 

Ⅱ  

男女がともに働きやすい

まちづくり 

【女性活躍推進計画】 

一人ひとりが個性と能力を

発揮し、性別にかかわりな

く、働きたいと思う人が働く

ことができ、働きやすい環境

をつくっていくことをめざ

します。 

1. 労働の分野におけ
る男女共同参画の
推進 

2. ワーク・ライフ・
バランス※１（仕
事と生活の調和）
の推進  

基本施策 施策の方向 基本目標 

※用語の説明は６ページに記載しています。 
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1. 政策や意思決定の

場への女性の参画

促進 

Ⅲ  

男女がともに活躍する

まちづくり 

さまざまな場面での意思決

定に男女がともに参画する

ことによって、多様な価値

観が反映され、活力あるま

ちづくりにつながります。

そのための人材育成や体制

整備をめざします。 

基本施策 施策の方向 基本目標 

1. DV防止対策と被

害者支援の仕組み

づくり Ⅳ 

男女がともに安心して

暮らせるまちづくり 

近年、大規模な自然災害が

起こる中、市民の意識が高

まり、地域でも防災分野の

積極的な取組が行われてい

ます。また DV※３は社会問

題となっています。一人ひ

とりが安心して暮らせるま

ちづくりをめざします。 

2. 生涯にわたる健康

支援 

3. 一人ひとりが自分

らしく暮らせるた

めの仕組みづくり 

4. 防災の分野におけ

る男女共同参画の

推進 

【DV 対策基本計画】 

基本施策 施策の方向 基本目標 
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 計画の推進体制 

 

➢ 庁内推進体制の強化・・・ 「岸和田市男女共同参画推進本部」を中心に全庁的な取組を総合的、効果的

に推進します。 

➢ 市民、事業者及び教育関係者との協働、連携・・・本計画の推進には、職場、地域、学校・園などあら

ゆる場面での取組が重要であるため、市民、事業者、教育関係者と協働するとともに、互いの連携を進

めます。 

➢ 男女共同参画センターの充実・・・男女共同参画の学習機会の提供、情報収集と発信、相談機能の強化、

グループ活動の支援など、男女共同参画推進のための拠点施設として充実を図ります。 

計画の推進体制 

岸和田市 

市民や事業者、教育

関係者と協働し、男

女共同参画のため

の施策を進めます。 

市民 
家庭や地域、職場、学校などあら

ゆる場での男女共同参画を進め

ます。 

教育関係者 

子どもたちへの男女共同

参画の意識を高めるため

の教育を進めます。 

 

事業者 

一人ひとりのワーク・ラ

イフ・バランスをめざし、

職場での男女共同参画を

進めます。 

 

➢ 基本目標ごとに数値目標を掲げ、計画の進行管理をします。 

➢ 令和７年度中間評価：計画の進捗状況を検証し、新たな課題への対応も含め、見直しを図ります。 

➢ 「岸和田市男女共同参画推進本部」においては、数値目標の達成状況や進行状況について、計画

の評価を行うとともに、施策の推進状況について検証し、本計画を総合的に推進します。 

➢ 「岸和田市男女共同参画推進審議会」においては、本計画の変更や課題の追加も含めた総合的な

評価をします。 

計画の進行管理 

 

 

 

※１ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和：work–life balance） 

一人ひとりがやりがいや充実感をもちながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活におい

ても、子育て期、中高年期などといった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択、実現できることをいう。 

 

※２ エンパワーメント（empowerment） 

自ら主体的に行動することによって状況を変える力をつけること。 

 

※３ ＤＶ 

ドメスティック・バイオレンス（Domestic Violence）の略。配偶者や同居している恋人から受ける暴力行

為。身体的暴力（殴る、蹴るなど）、性的暴力（SEX の強要、避妊に協力しないなど）、精神的暴力（無視

する、怒鳴るなど）、経済的暴力（生活費を渡さないなど）、社会的暴力（電話やメールのチェックなど）、

子どもを利用した暴力（子どもの前で暴力をふるうなど）がある。 

 

※４ リプロダクティブ･ヘルス／ライツ (Reproductive Health and Rights) 

「性と生殖に関する健康・権利」と訳される。略して「リプロ」とも言われる。女性が生涯にわたって、性

と健康とこれらの問題について、十分な情報を得て自己管理・自己決定する権利は人権の一部であるという

考え方。 

 ※用語説明 
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 計画の進行管理 
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第４期きしわだ男女共同参画推進プラン 概要版 

発行年月：令和３年３月 発行：岸和田市市民環境部人権・男女共同参画課 

〒596-8510 岸和田市岸城町７番１号 

 TEL：072-423-9438 FAX：072-423-0108 

詳しくはホームページを
ご覧ください。 

 

岸和田市男女共同参画推進条例 
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